
第８次鷹栖町総合振興計画

前期期間報告と後期計画に向けて

令和６年８月１日 鷹栖町総合振興計画策定委員会

まちづくり推進課



説明内容について

（１）計画の概要と策定委員会の役割

（２）前期期間の事業報告

（３）後期計画の策定方針

（４）進捗状況と今後のスケジュール



１ 計画の概要と策定委員会の役割

総合振興計画とは

◼ 自治体の最上位計画

◼ 長期的なまちづくりの方針や将来像を示すもの



１ 計画の概要と策定委員会の役割



１ 計画の概要と策定委員会の役割



１ 計画の概要と策定委員会の役割

多角的な視点に基づく

外部評価による検証



１ 計画の概要と策定委員会の役割

2022（令和４）年度：中間評価の実施

◼ 策定委員会による中間評価

⇒策定当時の委員が継続

◼ 特に重要な取り組みとして位置づ

けている“５つの重点施策”に関

する評価検証を実施

◼ 評価検証シートを作成し結果につ

いては鷹栖町ホームページで公開

中間評価とのつながりを重視し

策定委員会における協議は

５つの重点施策を中心に実施前期中間
評価

前期評価
後期策定



２ 前期期間の報告
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※各年３月３１日現在の住民基本台帳より

５年間で
242人の減少



２ 前期期間の報告

※各年３月３１日現在の住民基本台帳より

817 787 748 721 707 

3,639 3,597 3,616 3,567 3,516 

2,325 2,352 2,353 2,336 2,316 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

３世代別人口

0-14歳 15-64歳 65歳以上

12.0% 11.7% 11.1% 10.9% 10.8%

53.7% 53.4% 53.8% 53.8% 53.8%

34.3% 34.9% 35.0% 35.3% 35.4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

３世代別人口比率

0-14歳 15-64歳 65歳以上



２ 前期期間の報告

※各年度内における住民基本台帳の推移より
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２ 前期期間の報告

※令和２年３月策定「鷹栖町人口ビジョン」より
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２ 前期期間の報告



２ 前期期間の報告



２ 前期期間の報告



２ 前期期間の報告 ※前期事業総額は５カ年の総額（Ｒ２～５：決算額／Ｒ６：予算額）

基本的な方針／実施事業 前期事業総額

地域や家庭とともにつくる学校運営の推進 ２，２３８万円

特別支援教育の充実 ４，１１９万円

小・中学校管理運営事業
Ｒ２ コロナ対策（換気／備品等）
Ｒ６ 空調設備（冷房設備）

８億３，２５３万円

鷹栖町立学校適正配置計画の策定
Ｒ４～鷹栖町立学校の在り方検討委員会

Ｒ５ 鷹栖町立学校適正配置計画の策定

４１万円

外国語指導助手招致事業
Ｒ３ 指導助手の増員【１名→２名】

Ｒ５ 鷹栖高校の外国語授業と連携

３，９２４万円

国際交流活動推進事業
Ｒ３～英語検定受験料補助開始

１４５万円

■事業成果

・きめ細やかな学習、生活支援の実施

・安全、安心な教育環境の充実

・住民の国際理解、国際交流の推進

■数値的成果と現状

【英検受験補助件数】

３年間計／２７７件



２ 前期期間の報告 ※前期事業総額は５カ年の総額（Ｒ２～５：決算額／Ｒ６：予算額）

基本的な方針／実施事業 前期事業総額

コオーディネーショントレーニングを生かした
感性を育む教育活動
Ｒ３ オリジナル教育プログラム完成
Ｒ４～プログラムを活用した活動の展開

４０６万円

まちを理解し郷土愛を育むふるさと体験活動 ４５１万円

小中学校ふるさと共育プログラム化
Ｒ３ 中学校での取組開始
Ｒ４ 小学校での取組開始（両小合同授業）

ー

図書管理運営事業 ６６，４５４千円

読書活動推進事業 ２，１４７千円

■事業成果

・特色ある教育プログラムの構築

・住民の郷土愛の育成

・適度な蔵書購入による読書環境充実

■数値的成果と現状

【鷹栖町図書室蔵書数】

Ｒ２／４７，８２０冊
⇒Ｒ５／５４，０１４冊



２ 前期期間の報告 ※前期事業総額は５カ年の総額（Ｒ２～５：決算額／Ｒ６：予算額）

基本的な方針／実施事業 前期事業総額

歩くスキーコース管理運営事業 ４，１３９万円

運動習慣化推進事業
Ｒ３～４
働き世代へ行動変容プログラムを実施

Ｒ５～ ウォーキングプログラム
健康ポイント事業

５，４１９万円

子どもの多様なスポーツ環境整備事業
Ｒ５ たかす総合型地域スポーツクラブ設立
Ｒ６．６月時点／会員数２６３名

（大人５７名、子ども２０６名）
Ｒ５～部活動地域移行検討開始
Ｒ６ バドミントン地域クラブ

「NexusBC（ﾈｸｻｽﾋﾞｰｼｰ）」設立

９６０万円

■事業成果

・スポーツ、健康づくりの団体設立

・新たな運動習慣化に向けた事業構築

・部活動地域移行に向けた検討開始

■数値的成果と現状

【体育協会登録者数】
Ｒ２／７０８人→Ｒ５／６１６人

【少年団登録者数】
Ｒ２／１４７人→Ｒ５／６４人



２ 前期期間の報告 ※前期事業総額は５カ年の総額（Ｒ２～５：決算額／Ｒ６：予算額）

基本的な方針／実施事業 前期事業総額

郷土資料館管理運営事業
Ｒ４～館内レイアウト変更開始
Ｒ５ 馬の装蹄用具及び関連資料

文化庁「登録有形民俗文化財」登録

９５２万円

メロディーホール管理運営事業 ３億３９３万円

文化振興活動支援事業 １，１７２万円

■事業成果

・文化財登録による住民の関心向上

・文化芸術とふれあう機会の創出

■数値的成果と現状

【郷土資料館来館者数】 Ｒ２／２６４人→Ｒ５／３９１人
【文化協会会員数】 Ｒ２／６９４人→Ｒ５／３２６人



２ 前期期間の報告

基本的な方針／実施事業 前期事業総額

子ども医療費助成事業
従前 中学３年生まで医療費無料化
Ｒ５ 対象年齢を18歳まで拡大

１億３，３８９万円

産前・産後サポート推進事業 ７７７万円

妊娠、出産の希望を叶える環境整備 １，９７９万円

保育園管理運営事業
Ｒ４・５ 子育て未来会議
Ｒ６ 発展的統合に向けた施設改修

５億４，０８６万円

放課後児童クラブ管理運営事業 １億５，４７０万円

子育て世代包括支援センター運営事業
Ｒ２ 開設

⇒妊娠期から18歳まで切れ目なく支援
Ｒ５ 産婦人科・小児科オンライン

６９３万円

■事業成果

・妊娠、出産の希望を叶える環境整備

・子ども家庭支援員、スクールソー

シャルワーカーによる手厚い支援

■数値的成果と現状

【合計特殊出生率の向上】

Ｈ２５～Ｈ２９／１．１９
⇒Ｈ３０～Ｒ４／１．３４

※前期事業総額は５カ年の総額（Ｒ２～５：決算額／Ｒ６：予算額）



２ 前期期間の報告

基本的な方針／実施事業 前期事業総額

地域共生社会推進事業
継続 買い物支援事業（宅配・送迎）
継続 居場所づくりのサロン支援
Ｒ３ 重層的支援体制整備事業
Ｒ５ 生涯現役地域づくり環境整備事業

９，３９３万円

地域包括支援センター運営事業 １，８１８万円

高齢者在宅生活支援事業
継続 フィットネス倶楽部「コレカラ」運営
継続 あったかすリハビリ体操指導士の活動

１億３，２９８万円

介護福祉人材確保育成事業 ８０７万円

外国人介護福祉人材育成支援事業
Ｒ６．６月時点／事業活用奨学生在職人数

鷹栖さつき会３名／鷹栖共生会１名

４，７２６万円

■事業成果

・地域福祉計画に基づく取組の展開

・官民学の連携による福祉人材育成

■数値的成果と現状

【買い物支援事業利用数】
宅配 ４年間延べ／８１人
送迎 ４年間延べ／１０７人

【鷹栖高校介護職員初任者研修】
受講者数 ４年間延べ／７０人

※前期事業総額は５カ年の総額（Ｒ２～５：決算額／Ｒ６：予算額）



２ 前期期間の報告 ※前期事業総額は５カ年の総額（Ｒ２～５：決算額／Ｒ６：予算額）

基本的な方針／実施事業 前期事業総額

地域農業活性化総合支援事業
Ｒ４ スマート農業推進補助開始
Ｒ６ 農業農村地域ＤＸ人材育成推進

９，７６７万円

農業交流センター管理運営事業 ５，０８８万円

農業担い手確保対策事業
Ｒ３～野菜団地事業
Ｒ４～あったかファーム研修生：協力隊

３億９５２万円

農業生産基盤強化事業
Ｒ５ 北野地区国営／北成地区道営事業完了

鷹栖南・鷹栖日の出地区工事開始
Ｒ６～北野地区国営事業償還金

９億５，２４５万円

有害鳥獣駆除対策事業 ３，０９５万円

「オオカミの桃」原料トマト生産振興対策事業 ４，１６５万円

■事業成果

・効率化、省力化による生産性の向上

・ＩＣＴ技術による経営の最適化向上

■数値的成果と現状

【あったかファーム研修生人数】
１５人（Ｈ３０～Ｒ５）

【新規就農者数（事業継承含む）】
３０人（Ｈ３０～Ｒ５）



２ 前期期間の報告 ※前期事業総額は５カ年の総額（Ｒ２～５：決算額／Ｒ６：予算額）

基本的な方針／実施事業 前期事業総額

鷹栖市街地エリアマネジメント推進事業
Ｒ２ 鷹栖市街地の未来を考えるワークショップ
Ｒ４ 買い物等実態把握アンケート実施
Ｒ４ みんなでつくる鷹栖市街地未来ビジョン

－

地域消費活性化事業 ７，７０７万円

新規開業支援事業 １，７３１万円

観光資源活用ネットワーク化推進事業
Ｒ４ マイクロツーリズムによるモニターツアー
Ｒ５ 文化・郷土体験を軸としたモニターツアー

２，４９３万円

■事業成果

・協働による具体的なビジョンの策定

・慶應義塾大学との連携による外部目

線、若者視点の事業反映

■数値的成果と現状

【新規開業支援事業活用件数】
１３件（Ｒ２～Ｒ５）



２ 前期期間の報告 ※前期事業総額は５カ年の総額（Ｒ２～５：決算額／Ｒ６：予算額）

基本的な方針／実施事業 前期事業総額

パレットヒルズ管理運営事業 ２億８４１万円

地域情報通信基盤整備事業
Ｒ４ 全町光回線配備

光ブロードバンド開始

１億２，４７３万円

地域防災力の強化
Ｒ２ 全町への防災無線配備
Ｒ２ ハザードマップの作製
Ｒ４～Ｂ＆Ｇ防災拠点事業活用

防災倉庫の増設や小型特殊車両の導入

３億４，１９０万円

避難所等整備事業 20,202千円
Ｒ２ 避難所感染対策備品整備
Ｒ２ 福祉避難所の非常用電源整備

３億９５２万円

河川維持管理事業 １億４，７３３万円

■事業成果

・パレットヒルズの認知度、来場者増

・光回線配備によるＩＣＴ環境の充実

・防災無線による迅速な情報伝達環境

■数値的成果と現状

【パレットヒルズキャンプ場利用者】
Ｒ２／１，６４３人
⇒Ｒ５／５，０７０人

【さくらフェスタ・夜桜来場者数】
Ｒ２／１，７１７人
⇒Ｒ６／６，４００人



２ 前期期間の報告 ※前期事業総額は５カ年の総額（Ｒ２～５：決算額／Ｒ６：予算額）

基本的な方針／実施事業 前期事業総額

公営住宅事業
Ｒ３～共用部照明ＬＥＤ化
Ｒ６ 北鷹栖団地（北斗）建設

６億３，９４３万円

街路灯防犯灯設置管理事業
継続 ＬＥＤ化の推進（Ｒ７完了見込）

１億２，１３２万円

町営バス運行事業 ７，６８４万円

道路橋梁長寿命化対策事業 ３億２，０９４万円

歩道等道路附帯施設交通安全対策事業 １億１，２９７万円

除排雪対策事業 ９億２，４８０万円

■事業成果

・日常的な生活環境の整備・充実

・インフラ環境の継続的な整備・充実

・冬期における住民の安全、安心確保

■数値的成果と現状

【町営バス利用者数】

Ｒ２／延べ４，１５４人

⇒Ｒ５／延べ６，２５９人



２ 前期期間の報告 ※前期事業総額は５カ年の総額（Ｒ２～５：決算額／Ｒ６：予算額）

基本的な方針／実施事業 前期事業総額

生ごみ堆肥化推進事業 ６，４６１万円

指定ごみ専用袋等売渡管理事業
Ｒ２ 燃やせるごみ専用袋有料化
Ｒ４ 紙製容器包装分別袋の全戸配布
Ｒ６ 資源ごみ袋有料化

４，００３万円

一般廃棄物焼却等処理事業 １億８，５６７万円

低炭素化促進事業
Ｒ４ ゼロカーボンシティ宣言
Ｒ５ タカステナブルロゴ作成
Ｒ５～公共施設照明ＬＥＤ化
Ｒ５ ゼロカーボンハウス化補助

（窓断熱改修／木質バイオマス機器）
Ｒ６ 置き配ボックス購入補助

２，１７２万円

■事業成果

・住民のゼロカーボン対策意識の醸成

・ＳＤＧｓを意識したごみ減量化

■数値的成果と現状

【家庭ごみ焼却処理量】
Ｒ２／７６２ｔ→Ｒ５／６７５ｔ

【ゼロカーボンハウス化補助件数】
窓断熱改修１６件
木質バイオマス１件



２ 前期期間の報告 ※前期事業総額は５カ年の総額（Ｒ２～５：決算額／Ｒ６：予算額）

基本的な方針／実施事業 前期事業総額

地区住民センター管理運営事業 ２億１，９０２万円

公民館運営事業
Ｒ５ 地区公民館の発展的解消

地域運営組織への移行による活動

４，０７２万円

持続可能な地域づくり推進事業
Ｒ２ モデル地区事業開始（北斗・北成）
Ｒ３ モデル地区事業開始（中央）
Ｒ３～まちＬａｂｏ

【次代の地域を担う人材育成】
〇劇団isonoによるミュージカル・演劇
〇パレットヒルズでの子ども向けイベント
〇地域交流を含めた子ども食堂の運営

Ｒ５ 地域運営組織による地域づくり開始
Ｒ５ 各地区集落支援員の配置：人材支援

１億１，３９１万円

■事業成果

・幅広く充実した地域活動の基盤構築

・地区住民センターの一体的運営体制

・地区の事務局機能強化へ人的支援

・次代を担う世代の新たなコミュニ

ティの形成、ネットワークの構築



２ 前期期間の報告 ※前期事業総額は５カ年の総額（Ｒ２～５：決算額／Ｒ６：予算額）

基本的な方針／実施事業 前期事業総額

空き家等対策事業 １，４３５万円

移住定住の促進
Ｒ４～
慶應義塾大学との域外連携プロジェクト
Ｒ４
みんなでつくる鷹栖市街地未来ビジョン策定

１億８，８６６万円

地域おこし協力隊事業 ２億９０６万円

ふるさと鷹栖活動推進事業 ９，０９６万円

■事業成果（再掲あり）

・協働による具体的なビジョンの策定

・慶應義塾大学との連携による外部目

線、若者視点の事業反映

・地域おこし協力隊の得意分野を生か

した活動による地域課題解決、新た

な取組の創出

■数値的成果と現状

【移住相談を経た移住者数】６８組（Ｒ２～５）
【空き家改修支援活用件数】４０件 ５９人（Ｒ２～５）
【住宅建築支援活用件数】 ８６件１７０人（Ｒ２～５）
【空き家バンク成約数】 ６４件（Ｒ２～５）



２ 前期期間の報告

ふるさとまちづくり応援寄附（ふるさと納税）実績

Ｒ２ ６，４１３件 １億１，６０８万８，０００円

Ｒ３ ４，７８１件 １億 ４６５万８，０００円

Ｒ４ ４，４３５件 ９，６５７万２，２００円

Ｒ５ ４，１５０件 ９，０６１万９，５００円

※前期事業総額は５カ年の総額（Ｒ２～５：決算額／Ｒ６：予算額）

■事業成果

・特産品の販路拡大、ＰＲ促進

・町内商工業者の活性化支援

■数値的成果と現状

【記念品種類】
Ｒ２／８４種→Ｒ５／１５６種



２ 前期期間の報告 【新型コロナウイルス対応／令和２～４年度】

視点（１）守る

◼ たかす米や農産物、牛乳消費の拡大に向けた引換券等の町民配布

◼ 感染防止に向けたマスクなどの必要備品の購入、各施設への設置

◼ 大きな影響を受けた町内飲食店や町内企業への経済支援、活動促進支援

◼ 国の支援に加え、町独自での子育て世代、生活困窮世帯への給付金支援 など

交付金活用実績額（３年間）
６９事業

約２億８，８５８万円

臨時交付金を活用した「ウィズコロナ」「アフターコロナ」に向けた事業の推進

視点（２）備える

◼ 避難所等での感染予防対策に向けた備品や非常用電源整備など防災面強化

◼ 感染防止に向けた公共施設の環境改善対策（換気対策／空調設備など）

◼ 小中学校におけるコロナ禍での学びの推進（ＩＣＴ環境整備） など

交付金活用実績額（３年間）
５９事業

約２億１，４１９万円

視点（３）攻める

◼ ＧＩＧＡスクール構想をふまえた児童生徒への１人１台端末整備

◼ 学校教育におけるＩＣＴの推進に向けた、サポートスタッフ配置

◼ ３密を避けた屋外活動の推進に向けたパレットヒルズ利活用促進整備

◼ 町税や水道料金など、非接触や電子決済の導入に向けたシステム整備 など

交付金活用実績額（３年間）
３０事業

約２億０，４４５万円



３ 後期計画に向けて １０年間の将来像や基本目標については変わりません



３ 後期計画に向けて １０年間の将来像や基本目標については変わりません

◼ 策定時から５カ年で変容した現状と課題の再確認

◼ 前期期間の評価検証をふまえた基本的な方針の再確認

◼ 社会の変化に対応するための新たな取組の追加



３ 後期計画に向けて

【持続可能なまちづくり：ＳＤＧｓの観点】



３ 後期計画に向けて

※令和２年３月策定「鷹栖町人口ビジョン」／令和６年３月数値による再推計
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【進行する人口現状／少子高齢化】



３ 後期計画に向けて

※令和６年３月数値による再推計
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【進行する人口現状／少子高齢化】



４ 進捗状況と今後のスケジュール

《住民アンケート》

■18歳～74歳を対象に、年代・地区バランスを考慮して１，０００件を抽出し送付。

■策定時（2018年／H30）実施のアンケートをもとに、公共交通やデジタル関係の設問を追加。

■アンケートの結果について集計済。今後の部会等で、議論の資料として活用。

【回答状況】 ３５８件 （紙媒体／２４４件、オンライン／１１４件）

※参考：７総策定時／72.6%（500件） ７総後期／58.4%（500件） ８総策定時／47.1%（1,000件）

《まちづくり懇談会》

■７月５日（金）～１１日（木）にかけて、５地区でまちづくり懇談会を開催。

■本資料を用いて、参加者に前期期間報告と後期計画方針を説明。

■少人数でのグループワークを実施し、地区の現状や課題、後期計画への意見聴取を実施。

《策定事務局部会会議（役場庁内協議体）》

■各課から係長職１～２名によるチーム会議を開催。８～９月にかけてテーマごとに議論。



４ 進捗状況と今後のスケジュール

《策定委員会》委員15名で構成／各種団体からの推薦・公募等による

◼ 全体会と部会により構成。部会の割り当てについては、推薦団体等をふまえて事務局にて配置。

◼ 2022（R4）年度に実施した中間評価の手法を反映し、５つの重点施策に関する見直しを中心に進めていく。

◼ 前期期間の事業に対する評価検証、後期計画期間に向けた方針・取組について、議論を重ねていく。

８月１日（木） 第１回／全体会

８月下旬 第２回／学び・つながり部会 ８月下旬 第２回／しごと・環境部会

９月上旬 第３回／学び・つながり部会 ９月上旬 第３回／しごと・環境部会

９月下旬 第４回／全体会

10月下旬 第５回／全体会【素案確認】

11月下旬 第６回／全体会【最終版／答申】

第２回：子どもに寄り添うまちづくり
第３回：健康のまちづくり

第２回：農業資源を生かしたまちづくり
第３回：市街地エリアの魅力づくり

第４回：地域運営の基盤づくり



４ 進捗状況と今後のスケジュール

地方自治体を取り巻く環境は暗いニュースやネガティブな課題が多い…

◼ 急速に進む人口減少や少子高齢化

◼ 新型コロナの影響による日常生活の変化

◼ 地域コミュニティの衰退や近所づきあいの減少

◼ 物価高騰による生活困窮の深刻化

◼ デジタルやＩＣＴ社会への対応

◼ あらゆる分野における人材や担い手の不足

◼ 増え続ける空き家への対応

◼ 改善されない東京一極集中

◼ 生活を維持するためのインフラ整備

◼ 猛暑や災害などの増加による対応

ポジティブな発想への転換

 少しずつでも課題は解決できる

 より便利な社会にできる

 事業を見直すチャンスがきた

 鷹栖だからこそできることも

まだまだ鷹栖は発展できる

「のびしろ」しかない



４ 進捗状況と今後のスケジュール


